
 

重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

基礎基本
の徹底と
授業改善

・基礎的基本的な知識技
能を習得させる。

　
・授業力の向上と授業改
善をめざして校内研修会
を実施する。

・宿題や課題を最後までや
りきらせるよう支援する。
・漢字や計算などの小テスト
を実施する。
・めあてを提示し、ふり返り
等で理解を確認しながら授
業を進める。
・校内研修として、すべての
教員が年１回以上授業公開
する。
・他校の研究会に一人一回
以上参加できる体制を整え
る。

・課題の提出率が90％以上にな
る。
・朝学習を利用して算数（火曜日）
国語（水曜日）に小テストを月４回
実施する。
・児童アンケートにおいて「めあて」
「ふりかえり」を行ったとの回答が８
０％以上になる。
・すべての教員が年１回以上授業
を公開する。
・児童アンケートにおいて「先生は
教え方に色々工夫している」との回
答が90％以上になる。
・他校の研究会に一人一回以上参
加する。

B

・課題の提出は児童アンケートにおいて『宿題は毎日忘れ

ずにしている』が90％で教師のアンケートでも『宿題や課題
の提出率が90％以上になっている』の結果が94％と良い
結果になっていた。
・朝学習に算数（火曜日）国語（水曜日）を行う習慣がどの
クラスもついてきている。その時間に小テスト又はそれに

準じたプリント学習もできた。
・研究推進のアンケートにおいて『池尻スタイル』を実施で
きたの結果が80％となり、「めあて」「ふりかえり」を意識し
た授業ができていた。
・すべての教員が年一回以上の授業公開ができた。

・児童アンケートにおいて「先生は、教え方にいろいろ工夫
をしている」の回答でAが79％、Bが19％で、合計98％に
なった。
・本年度はコロナ禍の影響で、他校も研究会を行っている

ところが少なく参加はできなかった。

・コロナウィルス感染防止のための緊急事態宣言で、一斉休校

があり、その時期に家庭で学習する習慣がついた。また、家庭
の協力が得られるようになったと考えられるので、引き続き家庭
の協力をお願いする。その上で、学校でも可能な限りやりきら
せることを行っていく。
・朝学習の算数・国語・朝読書については習慣付いて行うことが

できているので、引き続き朝学習の時間を有効に使うようにして
いく。
・小テストを学年や全校でPDCAで結果を客観的に捉え改善に
つなげる。
・めあてとふりかえりはさらに日常徹底を目指し、意識した取り

組みとする。
・研究会を含め一人一授業は実施できた。しかし、密を避けるた
めに全職員が見に行くことができず、ビデオなどでの事後研と
なった。今後も事後研の方法を考えて実施していく。

・他校の研究会が実施されれば、積極的に参加する。

〇教員の取組が児童・保護者からも評価されている。（宿

題提出の徹底、分かりやすい授業、朝学習）

〇朝学習の評価が良い。

〇宿題・課題の提出率が良い。

・校内研修会の充実をさらに行う。

・家庭学習の仕方の指導をさらに行う必要がある。

・学習への意欲は個人により違うので個に応じて関わっ

てほしい。

・幼児期に学びに向かう意欲を大切に育てていく必要が

ある。

学習意欲
の向上

・わかる授業をすることに
より学習意欲を向上さ
せ、達成感を味わわせ
る。

・読書活動を充実させ、自
ら学び探求する心を育て
る。

・NIEやICTを活用した分か
る授業を実施し、学習に対
する興味・関心を喚起する。

・全校一斉の朝読書の時間
を週３回実施する。

・読書記録カードを活用する
ことで読書意欲の向上を図
る。

・児童アンケートにおいて「授業は
わかりやすく楽しい」との回答が
90％以上になる。
・ICTを利用した授業を週に１度以
上行う。
・週60分以上の読書量を確保す
る。（朝読１０分×３回　図書）

・意欲的に読書しようとする児童が
増える工夫をする。

B

・児童アンケートにおいて『授業はわかりやすく楽しい』との
回答では、Aが57％、Bが37％で、合計94％となった。

・ICTを活用した授業を週に一度以上行うことができ、学習
にタブレットを活用した取り組みも進めた。
・図書の時間や朝読書（月・木・金）の定着で、時間の確保
は行っているので、週60分の読書時間の確保はできてい
る。

・コロナ禍の影響で、読書ボランティアの読み聞かせや読
書週間の教師の読み聞かせの回数がとれなかった。
・家庭での読書ができていないことが昨年に引き続き課題
である。

・『家庭で読書をしている』のアンケートの回答は児童が
68％、保護者が47％ととても低い結果である。

・一人一台のタブレットが配布されたので、それを利用した授業
を行うことができるように研修をもつ。

・NIEやICTを活用した授業や学力向上の研修を行い、児童の興
味を引きつけるような授業改善を引き続き行うようにする。
・家庭での読書の機会を家庭に任せるだけではなく、学校から
の宿題として読書の課題を出すようにする。
・コロナ禍が終息した後には、図書ボランティアと連携しながら

本の読み聞かせをすることにより、読書への興味関心をもたせ
る。

〇分かる授業が展開できている。
〇読書の習慣化が進められている。今後も継続して

ほしい。
〇タブレットの利用度が高い。

・図書ボランティアの活動などコロナ禍収束後の対
応をしっかりと行うことが必要。

特別支援
教育の推
進

・個に応じた支援計画を
立て適切に実施する。

・発達検査や診断を受けた
児童を中心にサポートファイ
ルを作成する。
・必要に応じてケース会議を
もち適切な対応や支援をす
る。

・ケース会議を随時、校内委員会を
月１回行いニーズに応じて組織的
な支援体制を構築する。
・校内研修を年に２回以上行う。

A

・月に一回校内委員会を行い、各学年の児童の実態につ
いて情報交換することができた。
・サポートファイルの作成を行い、学期ごとの個別の計画
や成果を記録し指導に生かすことができた。

・必要に応じて、ケース会議・就学指導委員会などを行い、
児童の実態把握や今後の対応について話し合うことがで
きた。
・コンサルテーションや教育相談、巡回相談とフィードバッ

クなどを行うことができた。
・校内研修で講師を招聘することはできなかったが、年に２
回職員での研修会は行った。

・これからもさらに深く児童を理解し、実態に即した対応や
支援に努める。
・必要に応じて、関係機関と連携をとり児童の発達につい
て適切なアドバイスを受けるようにする。

〇教育方針として人を思いやる心を育てることが重
視されているなど取組や対応が良い。
〇ケース会議や委員会を開くなど支援体制が充実し
ている。

〇いじめアンケートが年２回あり、子供と話す機会に
もなるため良い。

子どもの
問題行動
への対応

・問題行動に対する指導
体制を充実させる。

・いじめの未然防止、早
期発見、早期対応に取り
組む。

・児童を理解し、指導の徹底
を図る。

・関係機関と密に連絡を取り
相談する。

・いじめアンケート調査を年2
回実施する。

・不登校児童の情報を全職
員で共有する。
・家庭でのゲームやスマホ
の使用のルール作りを相談
する。

・校内研修を年に２回以上行う。
・児童アンケートにおいて「自分を大
切にすることや他の人への思いや
りについて教えてもらっている」との
回答が85％以上になる。
・児童アンケートにおいて「学校へ
行くのが楽しい」との回答が90％以
上になる。
・不登校対策委員会を年に３回以
上行う。
・ゲームやスマホの使い方のルー
ル作りが70%以上の家庭でできて
いる。

B

・生活、人権の研修会を年２回実施することができた。
・普段から学年会等で児童の実態について情報を交換し、

共通理解と指導の方法の共有を行った。
・問題行動が起こったときには、関係学年と生活指導が一
体となって組織的に対応することができた。
・児童アンケートにおいて『自分を大切にすることや他の人
への思いやりについて学んでいる』の回答が96％で、『学

校へ行くのが楽しい』との回答が89％となっている。保護者
アンケートでは96％となっている。
・いじめアンケートを年2回実施し、児童の心情や友人関係
などを把握し、問題の早期対応、解決を行うことができた。

・コロナ禍で欠席児童が昨年度より増えているが、不登校
対策委員会を3回以上持つことはできなかった。
・家庭でのゲームやスマホの使い方について各家庭と話
す機会ももてなかったが学校だより等で啓発を図った。

・今後も児童の実態把握に努め、きめ細かく対応していく。
・子どものよりよい成長のため、保護者や地域とさらなる連
携を図る。
・不登校対策委員会を予定通り年に3回以上（学期に1回
以上）行い、不登校児童の実態把握とその改善策を検討
する機会を設ける。
・ゲームやスマホの使い方について学校だよりや学級懇談
会などで機会あるごとに保護者との連携をとる。

〇校内でいじめが改善されているので未然防止
をこれからも継続してほしい。
〇学校の様々な取組の成果が反映されている。
　(情報共有、合同研修、家庭訪問)

・ゲームやスマホの使い方については粘り強く指
導する必要がある。
・子供のコミュニティを親が知るためにも懇談会
など保護者の繋がりも大切である。
・不登校の別室指導などに地域力の参加を検討
する必要がある。

健康教育
の充実

・児童の体力の向上を図
る。

・授業で、各学年に応じた運
動プログラムを取り入れる。
・全校業間縄跳び大会を実
施する。
・各学年に応じた運動プログ
ラムをより具体的で簡単な
内容にし、研修等で紹介し
合う。
・業間遊びを計画的に取り
入れる。

・教職員アンケートにおいて「学年
に応じた運動プログラムを取り入れ
ている」との回答が90％以上にな
る。　　　　　　　　　　　　　・全校業
間縄跳び大会を年3回実施する。

B

・『学年に応じた運動プログラムを取り入れる』との回答

が、コロナ禍で体育の内容に制限があるもののほぼ100％
できているとの回答があった。
・コロナ禍の状態で業間遊びの密などを避けるため、業間
遊びを通しての学年間の交流や縄跳び大会を行うことが
できなかった。

・各学年に応じた運動プログラムについての研修会等をも
つことができなかったが、コロナ禍の中でできる運動内容
などを各学年ごとに考えて実施することができた。

・年間を通して業間休みに外で活動できるような運動や遊
びを体育や学活等の時間に紹介する。
・委員会を中心に『みんなでジャンプ』の大会をしたり、外遊
びの遊具の貸し出しをしたりと外遊びを推奨する活動を取
り入れる。

〇コロナ禍の中でも業間時間に持久走や縄跳び大

会をするなど体力向上につながる運動内容を考えて
くれている。業間時間も運動場で元気に遊んでいる
姿を見て安心した。今後も健康な自分の体力を継続
するための日常的な運動の指導を希望する。

・スマホゲーム使用による視力の低下などにも配慮
が必要になってきている。

健全な食
生活の推
進

・食生活に関心を持ち、
健康に生活しようとする
児童を育成する。

・食育を給食の時間や授業
において推進する。

・児童アンケートにおいて「毎朝朝
食を食べている」との回答が90％
以上になるように働きかける。
・給食の残食がなるべくゼロになる
ようにする。

A

・児童アンケートにおいて、『毎朝朝食を食べている』との

回答がAが84％、Bが10％となり、昨年と比較するとAが
4％増えている。保護者アンケートでは、昨年同様96％と
なっている。
・コロナ禍での給食指導になるので、今年度は残食０を目

指すのではなく、感染リスクを避けるための給食指導を
行った。

・栄養教諭と連携し、授業で食事や栄養について取り扱っ
たり、給食センターからの献立に関するプリントを使ったり
し、より食に対する関心を深めていく。
・食育の学習を学年に応じて進める。
・今回のコロナ感染防止のための給食の時間の過ごし方を
通し、食の大切さも伝えていく。

〇朝食をとる家庭が増えている。
〇コロナ禍で楽しくおしゃべりはできないが楽しく
食べる事の良さも知れた年度だったのではない
か。嫌いな物でも給食であれば食べる事ができ
ている。
〇今後も食育やＳＤＧｓについての教育を継続し
ていく必要がある。
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学校情報
の発信

積極的に学校情報を発信
する。

・学校だよりを発行し、地域
にも配布する。

・ホームページにより学校の
情報を積極的に発信する。

・マナーや生活のきまりを学
校だよりに月目標として掲
載する。

・学校だよりを月１回以上発行す
る。
・ホームページを月１回以上更新す
る。
・保護者アンケートにおいて「学校
は、学習の場として子どもが活動し
やすい環境が整っている」との回答
が90％以上になる。
・保護者アンケートにおいて「学校
は、保護者の願いに応えている。」
との回答が90％以上になる。

A

・学校だよりは月2回以上発行した。
・ホームページで平日毎日学校の様子を知らせることがで
きた。

・保護者アンケートにおいて、『学校は、学校・学年だよりや
ホームページなどを通して学校情報を発信している』との
回答では、Aが』59％、Bが39％で合計が98％となった。
・保護者アンケートにおいて、『学校は、学習の場として子
どもが活動しやすい環境が整っている』との回答では、A

が55％、Bが43％で合計98％となった。
・保護者アンケートにおいて、『学校は、保護者の願いに応
えている』との回答では、Aが37％、Bが57％で合計が94％
となった。（昨年と同様）

・これからも積極的に学校の情報を発信していく。
・学校だよりや学年通信でこまめに学校生活の様子を知ら
せていく。

〇コロナ禍で学校の様子が分からなかったがＨ
Ｐ、学校だよりを見ると子供達の様子が分かって
良かった。ＨＰを見ながら子供と学校で何をした
か話せるので良い。毎日、細かくていねいな情
報提供ができている。今後も住民に分かり易い
言葉での情報発信が必要。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点
・学年や全校で小テストの結果をPDCAで客観的に捉え改善につなげる。
・めあてとふりかえりをさらに日常徹底を目指し、意識した取り組みをする。
・NIEやICTを活用した授業や学力向上の研修を行い、児童の興味関心を高め学力向上を目指す。
・不登校対策委員会を年３回以上(学期に１回以上)行い、不登校児童の実態把握とその改善策を検討する。
・図書ボランティアと連携しながらさらに読書への興味・関心をもたせるとともに読書の課題を工夫して出すなど家庭での読書の時間を増やすようにする。
・今後も学校だよりや学年通信でこまめに学校生活の様子を知らせ保護者、地域との連携を図り、児童の健全な育成を目指す。

項目

・「生きる力」を育み未来への道を切り拓く力の育成（生涯にわたる可能性とチャンスを最大化）　　・子どもたちの学びを支える環境の充実

学
力
の
向
上

学校関係者評価総括
・宿題や課題の提出率が高いなど落ち着いて学習できているので今後も継続するとともに体力向上についても工夫しながら取り組んでいく必要がある。
・スマホやゲームの使い方について粘りやすく指導するとともにあらゆる機会を通して保護者との連携をとっていく。
・毎日の細かい情報提供(ホームページや学校だよりなど)があり、学校の取り組みがよく分かった。

重点目標

令和２年度　学校評価総括表　　伊丹市立池尻小学校                                                                                                   

教育目標 『すべての子どもを幸せに』～自尊感情を高め、自立してたくましく生きる児童の育成～
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